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６
月
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）
が
登
録
、
国
内

で
は
７
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
綾
町
は
、
日
本
最
大
規
模
の

照
葉
樹
林
を
守
り
、
自
然
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
で

５
番
目
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
核
心
地
域
と
緩
衝
地

域
が
あ
れ
ば
登
録
申
請
が
で
き
ま

し
た
が
、
制
度
が
変
わ
り
、
自
然

と
共
生
し
た
経
済
・
社
会
活
動
を

実
践
す
る
移
行
地
域
を
含
ん
だ
申

請
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
綾

町
は
、
新
し
い
制
度
の
も
と
で
、

国
内
で
最
初
に
登
録
さ
れ
た
エ
コ

パ
ー
ク
の
町
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
さ
て
、
エ
コ
パ
ー
ク
は
①
生
物

多
様
性
の
保
全
　
②
経
済
と
社
会

の
発
展
　
③
学
術
的
支
援
の
３
つ

の
機
能
を
有
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
研
究
・
実
践
・
実
証

す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
認
定
後
10
年
ご
と
の
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ユ
ネ
ス

コ
の
審
査
に
通
ら
な
け
れ
ば
登
録

が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

　
綾
町
で
は
、
自
治
公
民
館
制
度

や
有
機
農
業
の
推
進
な
ど
、
持
続

可
能
な
経
済
と
社
会
の
発
展
に
取

り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
る
一

方
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
学
術

的
支
援
に
関
し
て
は
体
制
が
整
っ

て
い
ま
せ
ん
で
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た
。
そ
こ
で
、

登
録
後
は
ユ
ネ
ス
コ
の
要
件
を
満

た
す
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く

整
っ
た
仕
組
み
が
表
Ａ
に
示
さ
れ

て
い
る
体
制
で
す
。

　
ま
ず
、
核
心
地
域
と
緩
衝
地
域

は
「
綾
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樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
連
携
会
議
」、
つ
ま
り
九
州
森

林
管
理
局
と
宮
崎
県
、（
公
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
、（
一
社
）

て
る
は
の
森
の
会
、
綾
町
が
協
働

で
生
物
多
様
性
の
保
全
と
管
理
を

行
い
ま
す
。

　
そ
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て
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行
地
域
に
関
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て

は
、「
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町
ユ
ネ
ス
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エ
コ
パ
ー

ク
運
営
会
議
」
が
保
全
・
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
同
運
営
会
議

は
３
つ
の
部
会
を
持
ち
ま
す
。「
生

物
多
様
性
保
全
部
会
」
で
は
自
然

生
態
系
の
保
全
・
管
理
に
関
す
る

こ
と
、「
調
査
教
育
部
会
」
で
は
、

学
術
的
な
支
援
お
よ
び
生
涯
教
育

や
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
に
関

す
る
こ
と
、「
地
域
づ
く
り
部
会
」

で
は
持
続
可
能
な
経
済
の
発
展
や

ま
ち
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

を
、
専
門
家
と
綾
町
職
員
、
地
域

住
民
が
共
に
議
論
を
重
ね
作
り
上

げ
て
い
く
の
で
す
。

　
ま
た
地
域
づ
く
り
部
会
は
、
住

民
主
体
に
よ
る
「
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ

コ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
計
画
策
定
や
企
画
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
有
識
者
ら
で
構
成
す
る
「
綾
ユ

ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
専
門
委
員

会
」
は
、
綾
町
の
エ
コ
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
全
般
に
対
し
ア
ド
バ
イ

ス
や
助
言
を
行
う
組
織
で
、
そ
の

活
動
を
評
価
す
る
役
割
を
担
い
ま

す
。

　「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
連
携
会
議
」「
綾
ユ
ネ
ス
コ
　

エ
コ
パ
ー
ク
運
営
会
議
」「
綾
ユ

ネ
ス
コ
　
エ
コ
パ
ー
ク
専
門
委
員

会
」
の
３
つ
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
実
行
に
移
し
て
い
く
こ

と
で
エ
コ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
が

推
進
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

３
組
織
の
代
表
者
に
よ
る
会
議

が
、こ
の
４
月
に
設
置
さ
れ
た
「
綾

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
地
域
連
携

協
議
会
」
で
、
各
組
織
の
策
定
し

た
計
画
が
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
や

役
割
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
か
を
互
い
に
確
認
し
、
必
要
が

あ
れ
ば
調
整
す
る
場
と
な
り
ま

す
。

コ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
が

浸
透
し
て
い
け
ば
、
世
界

と
の
接
点
が
広
が
り
ま
す
。
自
然

を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
多

く
の
人
が
交
流
し
、
交
流
か
ら
新

た
な
動
き
が
生
ま
れ
ま
す
。
綾
町

の
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
は
始
ま
っ
て

３
年
。
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
を
い

か
に
具
現
化
し
て
い
く
か
が
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
た
い
へ
ん
重
要

で
す
。

　「
自
然
と
共
に
生
き
、
人
と
共

に
生
き
る
ま
ち
、
綾
」
を
目
指
し
、

エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
基
づ
く
３

つ
の
機
能
に
沿
っ
た
計
画
づ
く
り

と
実
践
、
実
証
を
行
い
、
よ
り
よ

い
自
然
環
境
と

自
然
の
恵
み
を

生
か
し
て
発
展

す
る
ま
ち
を
次

世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い

く
た
め
に
、
地

域
住
民
と
行

政
・
有
識
者
ら

が
一
体
と
な
っ

て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

綾町が2012年にユネスコ エコパークに登録されて、３年が経
とうとしています。今年度は、エコパークの取り組みを推進す
るための組織体制が整い、エコパークにふさわしいまちづくり
や自然環境の保全活動などが強化されていきます。どのような
体制で、どのような取り組みが進められていくのか、ユネスコ 
エコパーク推進室の石田達也専門監に聞きました。

ユネスコ エコパーク
登録からまもなく3年！

[特集]

まちづくりに関するさまざまな意見やアイデアを出し
合っている「まちづくり協議会」のワーキング会議
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オトープ「綾トープ はっけんじま」。里山
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右／まちの自然環境の豊かさを体感でき
るイベントも企画。綾川渓谷での渓流く
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緩衝地域で行っている木こ
り体験（間伐）。綾の照葉樹
林プロジェクトで行ってい
る照葉樹林の復元・保全に
ついても学ぶ
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コパークにふさわしい、美しい自然を取り戻す必要性を
実感

３月に策定した「綾町生物多
様性地域戦略」。50年後のま
ちの未来を想定した生態系の
保全と利活用の指針となる

綾ユネスコ エコパーク運営の仕組み
　生物多様性の保全　学術的研究の支援　地域社会と経済の発展を実現！
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エコパーク推進室の石田達也専門監に聞きました。

ユネスコ エコパーク
登録からまもなく3年！

[特集]

まちづくりに関するさまざまな意見やアイデアを出し
合っている「まちづくり協議会」のワーキング会議

左／中央ふれあい公園西側に整備したビ
オトープ「綾トープ はっけんじま」。里山
に生きるさまざまな動植物と触れ合える
右／まちの自然環境の豊かさを体感でき
るイベントも企画。綾川渓谷での渓流く
だりでは、美しい森や川の恵みを再認識

緩衝地域で行っている木こ
り体験（間伐）。綾の照葉樹
林プロジェクトで行ってい
る照葉樹林の復元・保全に
ついても学ぶ

まちづくり協議会会員が呼びかけて行った美化活動。エ
コパークにふさわしい、美しい自然を取り戻す必要性を
実感

３月に策定した「綾町生物多
様性地域戦略」。50年後のま
ちの未来を想定した生態系の
保全と利活用の指針となる

綾ユネスコ エコパーク運営の仕組み
　生物多様性の保全　学術的研究の支援　地域社会と経済の発展を実現！

綾BR地域連携協議会
順応的進行管理運営に関する連携調整・確認

綾BR専門委員会

綾の照葉樹林
プロジェクト

連携会議

核心・緩衝地域の計画
策定・実行

綾町BR運営会議
綾ＢＲ

まちづくり
協議会

移行地域の計画策定・実行

管理運営や持続的発展に対する指導･助言

参加

参加

協働的
連携

協働的
連携

情報提供／助言 ※BR＝ユネスコ エコパーク

生物
多様性

保全部会

調査
教育
部会

地域
づくり
部会

ユ

エ

表A
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エコパーク登録のメリットは？

どう生かせば、まちの経済が

活性化するのでしょう。

これまで綾町が培ってきた自然保護や自治
公民館活動、文化、歴史をユネスコのネッ

トワークを通じて広めることが可能になりました。
海外には、世界遺産以上に観光客を集めているエ
コパーク登録地域もあります。ユネスコが認めた

「綾ブランド」を世界に発信し続けることで、観光
客や転入者、交流人口を増やしていく…人口減少
で消滅が予想される自治体が数多くある中で、持
続可能な暮らしができる町として世界に認知され
ることがメリットであり、活性化に繋がると信じ
ています。

綾ふれあい館
スタッフの皆さん

右から
梶山剛さん（手づくり
ほんものセンター店長）、
中島博文さん（農業）

石田達也専門監

河野円樹主事
綾町児童館の子どもたち

黒木政則調整官

ビオトープは

どんなふうに使えるの？

生き物の観察場所として、いつでも
自由に使ってください。ただし、走っ

たり、泳いだり危険なことはしないこと。
そして植物は採らないでくださいね。昆虫
は、採って観察したら、放しましょう。
ビオトープでは、昔から綾にいる生き物（植
物、鳥、昆虫など）が暮らす環境をつくっ
ています。自然な復活を目指していますの
で、生き物の持ち込みは絶対にしないでく
ださい。

エコパークのまちに住む

私たちは、何をしなければ

いけないんですか？

エコパークの登録によって、
皆さんの暮らしが大きく変わ

ることはありませんし、やることが
義務付けられているわけでもありま
せん。ただ、自然と人の共生を目指
した世界のモデル地域として、自然
と調和した農業や歴史、文化を生か
したエコツーリズムなど、自然と調
和した持続可能な地域社会の発展に
向けた取り組みが行われます。 まず
地域の自然や歴史文化
を知ることが第一歩で
す。町や各種団体が実
施するイベントなどに
参加してみましょう。

照葉樹林の保護復元活動などを行っている「てる
はの森の会」は、綾町内の各地域に語り継がれる
歴史や文化などを掘り起こす「ふれあい調査」を
実施しています。これまでに、古屋、上畑、杢道
地区で実施（現在は川中周辺を調査中）しており、
昨年度作成した杢道の調査マップ「森に抱かれた
ふるさと・杢道」の記録版として、この春、「語り
部　聞き書き集」を発行しました。調査中に記録
した杢道の皆さんの生の声がつづられています。
冊子は綾てるは図書館やユネスコ エコパーク推進
室で閲覧できます。ぜひ手に取ってご覧ください。
■問い合わせ先／てるはの森の会　☎35-7288

「語り部　聞き書き集」を発行

TOPICS

教えて！エコパーク !!

A

A

A

自治公民館組織への加入にご協力ください
綾町の自治公民館制度は、地域住民による地域振興や福祉活動などを通して、人と人・地域と地域の
絆づくりを担っています。この仕組みは国内外で評価されており、2012 年にはカナダで行われた花
のまちづくり国際コンクールでの特別賞受賞にも結び付きました。地域全体で、子どもからお年寄り
までをあたたかく見守り、支え合う綾町の自治公民館制度。災害時には特に、大きな力を発揮するこ
とになります。多くの皆さんの加入をお願いします。

転入、転出、転居など住所変更に伴う地区への加入・
脱退がある場合は、各地区の班長か公民館長へご
連絡ください。

[会長]

中村 時男
西中坪

[副会長]

田上 勝久
四枝

[会計]

小西 俊一
上畑

宮本 庄二
倉輪

佐々木 幸夫
中堂

二村 展彦
揚町

相星 義廣
宮谷

淵本 一美
二反野

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
古屋

日髙 幸一
昭和

吉野 政敏
宮原

坂田 和寛
神下

美里 タミ子
久木野々

佐々木 保
東中坪

野村 綱博
南麓

三原 信夫
立町

鬼束 勝彦
麓

北野 秀昭
尾立

坂田 公子
竹野

上野 賢治
北麓

紙屋 哲郎
杢道

前田　晃
割付

平成27～ 28年度の自治公民館長（敬称略）

◎問い合わせ先／社会教育課　☎77-1183


